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公告
　「陸連時報」は公益財団法人日本陸上競技連盟定款第4条第6号の「機関誌」の性格を有するものであ
りますが、毎月「陸上競技マガジン」と一体として発行しています。陸上競技に関する啓発記事のほか、
必要に応じて、評議員会、理事会の決定事項、各専門委員会、事務局からの報告、通達も掲載いたしま
す。本時報に掲載した通達は、公式に通達したものと取扱わさせていただきますので、登録競技者は本
時報の掲載内容にご注意下さい。また、陸上競技指導者の方は、所属競技者にお知らせ下さるようお願
い致します。	 公益財団法人日本陸上競技連盟
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　師走の都大路を走る全国高校駅伝。今年、優勝するの
はどこのチームになるのでしょうか。是非、沿道、競技
場で応援ください！
▼日時：2016年12月25日（日）
　　　　女子10時20分スタート
　　　　男子12時30分スタート
▼会場（スタート・フィニッシュ）：
　京都府・京都市西京極総合運動公園陸上競技場
▼アクセス：京都駅より
　・阪急電鉄京都線西京極駅から徒歩10分
　・�京都市営バス73号系統「西京極運動公園前」下車
徒歩５分

▼区間・コース：
〈男子〉男子全国高校駅伝コース７区間42.195km
　・第１区10km（西京極陸上競技場－烏丸鞍馬口）
　・第２区３km（烏丸鞍馬口－丸太町河原町）
　・第３区8.1075km（丸太町河原町－国際会館前）
　・第４区8.0875km（国際会館前－丸太町寺町）

　・第５区３km（丸太町寺町－烏丸紫明）
　・第６区５km（烏丸紫明－西大路下立売）
　・第７区５km（西大路下立売－西京極陸上競技場）
〈女子〉女子全国高校駅伝コース5区間21.0975km
　・第１区６km（西京極陸上競技場－平野神社前）
　・第２区4.0975km（平野神社前－烏丸鞍馬口）
　・第３区３km（�烏丸鞍馬口－室町小学校前折返し－�

北大路船岡山）
　・第４区３km（北大路船岡山－西大路下立売）
　・第５区５km（西大路下立売－西京極陸上競技場）
▼テレビ放映予定：ＮＨＫ　総合テレビ
　12月25日（日）10時05分～ 11時54分（女子）、
　12時15分～ 14時52分（男子）
▼ラジオ放送予定：NHKラジオ第一
　12月25日（日）10時05分～ 11時55分（女子）、
　12時15分～ 15時00分（男子）
▼大会公式サイト：
　http://www.koukouekiden.jp/
▼問合せ先：全国高等学校駅伝競走大会事務局
　（京都府立北嵯峨高等学校）
　TEL／FAX　075-865-2700

大会観戦ガイド

男子第67回　女子第28回　
全国高等学校駅伝競走大会

昨年度の大会より

179



1 8 0

陸協NEWS

10月７日～ 10月11日の５日間、岩手県北上市総合運動公園北上陸
上競技場で開催されました、第71回国民体育大会が無事終了しました。
10月といえば、岩手県は寒さが心配されましたが、連日の曇り空、

中日にはあいにくの雨にもあたり、南国の選手にはとても寒い大会で
あったと思われます。
大会は、幾つかの大会新記録も出て、また、運営においても特にミ

スもなく全日程が予定通り終了することが出来ました。
事前の日本陸上競技連盟からの指導の下、無事終了できましたこと

は、岩手陸上競技協会として大変喜ばしい限りであります。
多くの選手が、思い出多い岩手大会として心に残る国民体育大会で

あって頂きたい。
全国の皆様、大会期間中は、大変有り難うございました。

〒020-0822　盛岡市茶畑2-8-27
TEL.019-621-8460　FAX.019-656-9006
http://long-distance.jp/iwate/ 

一般財団法人岩手陸上競技協会一般財団法人北海道陸上競技協会

2016年は道産子アスリートが輝きました。
８月に行われた全国小学生交流陸上競技大会では男女６種目で優
勝するという快挙でした。
10月に行われた中学生によるジュニアオリンピックでは鈴木くるみ

（上富良野中学校３年）が11秒79の大会新記録で優勝、この記録は
1991年に樹立されてから25年間破られなかった北海道中学記録を更
新するものでした。さらに女子リレーでは２年連続優勝という快挙を
成し遂げ、計６種目で優勝することができました。数年にわたり小中
学生の普及育成強化に注力してきた成果の表れと感じております。ま
た長距離種目の強化が北海道の重要課題となっており、都道府県男女
駅伝での入賞を達成すべく今年度から強化企画として、【ディスタンス
タイムトライアル】を全３戦にわたり千歳市にて開催しました。最終戦
は雪となり、気温が時にはマイナスとなる厳しい条件下ではありました
が選手皆の熱いレース
が展開されました。来
年度はこの大会を更に
拡大していく所存です。
これから北海道は雪
の厳しい季節に入りま
す。来年も今年以上の
強い北海道をアピール
できるよう与えられた
環境の中で取り組んで
参ります。

〒003-0626　札幌市白石区本通5丁目南4番11号 
KJビル3号棟2階205
TEL.011-598-7407　FAX.011-598-7408
http://hokkaido-rikkyo.jp/ 

銀杏の街路樹が風に舞う「杜の都」仙台で今
年も全日本実業団対抗女子駅伝が開催され東日本
震災の2011年から６回目の大会を迎えました。昨
年まで12月開催から11月の開催に移行し、大会
当日雪に心配は少なくなりました。リオのオリン
ピック出場選手の素晴らしい走りが、沿道の観衆
を魅了しました。
仙台では10月にも全日本大女子駅伝が開催さ

れ、杜の都風物詩となって定着しております。反
面に開催の準備においては、主催者・地元県・市
町の支援が大会の大きな土台を支えております。
陸上競技協会としても５月の仙台国際ハーフ・10
月の松島ハーフと合わせて、この四つ大きな大会
のため地元県警及び警備会社と綿密な調整を行い、万全の体制で交通規
制にあたっておりますが、最近の世界各地で不法テロの影響で、今年度
からテロ対策の警備体制強化の指導があり、多くの人を割くことになりま
した。
普及育成では昨年あたりから、中学生対象の普及強化事業の成果がみ

られております。この傾向が高校・大学選手の活躍に継続し、2020年の
東京での活躍に期待したいものです。
審判員研修は東北陸上競技協会主催のアナウンサー研修会・及びスター

ター研修会に推薦参加していて、その後県内で伝達講習会の実施を行い、
審判員の相互理解を深めるため実施しております。
次年度の課題として、教員は校務の関係で平日の審判が困難になって

おります。登録審判員の高齢化が進み、若い審判員の確保を目標に強化
と並行して施策を考慮して実施することです。協会としての課題も山積し
ている現状であります。 （文責：理事長　小野寛）

〒981-0122　宮城郡利府町菅谷字舘40-1宮城県総合運動公園内
TEL.022-767-2194　FAX.022-767-2194
http://jaaf-miyagi.com/ 

一般財団法人宮城陸上競技協会

昨年よりも冬の訪れが早く感じられる候となりました。平成30年度
完成予定の新陸上競技場は、工事の進む中、競技場の輪郭が少し現
れるまで進んでいるところであります。
トラック＆フィールドの競技会も全て終わりました。今年は、東北
高校・東北選手権の本県での開催も予定通りに開催できましたことは、
関係して頂いた皆さまのおかげと深く感謝申し上げます。
今年度の各競技会の成績については、円盤投で菊池颯太君がイン

ターハイ・国体とも優勝しました。ふるさと選手として参加して頂い
た400ｍハードルの岸本鷹幸選手の優勝と円盤投の畑山茂雄選手の６
位入賞が大きく貢献し、天皇杯成績は25位と大健闘でした。また、全
国小学生陸上競技交流大会で３名の選手が入賞しました。中学生にお
いては、山形智香選手が県中学新記録で砲丸投５位に入賞しました。
今後参加予定の１月に開催される男子・女子それぞれの全国都道府

県対抗駅伝に向けて12月後半には、男女とも県外強化合宿が予定さ
れております。また、１月前半には投てき県外合宿・中距離県内合宿
を予定しており、後半には全国大会入賞可能性のある選手を選抜し沖
縄県で強化合宿を予定しております。
去る10月30日には弘前市において昨年に続いてＵ-13クリニックが行

われ、東川先生をはじめ、５人の日本陸連指導者による指導は、天気
にも恵まれて予定されていた計画を順調に終了することができました。
２月５日には理事会・２月19日には評議員会を開催予定です。
新年度は、小学生競技者のナンバー登録を実施の方向で検討中です。
 （文責：理事長　安田信昭）

〒038-0021　青森市安田字近野234-7　
青森総合運動公園陸上競技場内
TEL.017-766-5457　FAX.017-782-5154
http://www.jomon.ne.jp/̃arikkyo/ 

一般財団法人青森陸上競技協会
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2016年シーズンもトラックシーズンを終え、本格的な駅伝のシーズ
ンを迎えるところです。当協会としては11月に東北陸上競技協会主催、
日本陸連後援をいただいている「第32回東日本女子駅伝競走大会」
を福島市信夫ケ丘競技場スタートフィニッシュに開催いたしました。
数年ぶりに晴れ渡り絶好の駅伝日和中、高校生中学生の若手中心の
長野県チームが序盤より先頭に立ち逃げきりで７年ぶりの優勝という
展開で無事終了いたしました。
その翌週には、平成元年より開催しています「第28回市町村対抗
福島県縦断駅伝競走大会（通称ふくしま駅伝）」が53チームの参加の
もと、晩秋のみちのく白河市から福島市までの95.1kmに県内全59全
市町村選手の参加により開催いたしました。
この大会から佐藤敦史さん、藤田敦史さん、今井正人さん、柏原竜
二さん、ほか多数の国内トップクラスの長距離選手が育っていきました。
年々沿道応援の観衆が増す中、中学生１年生13歳から60歳台の壮年選
手にいたるまでの参加を得て、まさに県民的な行事にいたっております。
今年はリオオリンピックが終了しました。いよいよ４年後に開催さ

れる東京オリンピックに向け、今回参加した選手の中から、是非日本
代表選手そしてメダリストが育ってくれることを願っています。
また今大会は「ふるさとおこし」を目的としており、東日本大震災
からの復興への一助になればとも考えております。陸上競技を通じて
スポーツの力で少しでも県民の勇気と希望を与えることができたなら
幸いです。

〒960-1192　福島県福島市永井川字北原田1
TEL.0243-24-1080　FAX.024-505-4948
http://gold.jaic.org/fukushima/ 

一般財団法人福島陸上競技協会

平成28年10月１日から10月３日にかけて、29南東北インターハイ
の主力となる東北６県の２年生１年生の選手が山形県天童市にある
ND ソフトスタジアムに集まり、第21回東北高等学校新人陸上競技選
手権大会が開催され、熱戦を繰りひろげた結果、男子が２種目で６つ、
女子が５種目で５つの大会新記録が誕生しました。29南東北インター
ハイに向けて、東北各県の選手強化が稔っているたまものと思われま
す。
山形県関係では、男子がリレーも含め６種目で、女子がリレーも含

め７種目で第１位となる成績を納め、29南東北インターハイに向けて、
山形でも選手強化が稔っているものと思われます。
また、2016年６月26日（日）パロマ瑞穂スタジアムで開催された第
100回日本陸上競技選手権大会で、県立鶴岡工業高校１年生の齋藤真
紀選手が、女子円盤投（1,000kg）で49m65を投げ第４位に入賞。
2016年10月８日（木）北上総合運動公園陸上競技場で開催された第
71回国民体育大会陸上競技で、県立山形中央高校１年生の青野朱李
選手が、女子少年B100ｍで12秒05を記録し、第３位に入賞。県立鶴
岡工業高校１年生の齋藤真紀選手が、少年女子共通円盤投（1.000kg）
で42m43を投げ、第２位に入賞と、29南東北インターハイの主力とな
る選手が活躍しています。
 （文責：総務部長　小松英伸）

〒994-0103　天童市大字川原子1445番地の2
TEL.023-657-3070　FAX.023-665-5579
http://jaaf-yamagata.jp/ 

一般財団法人山形陸上競技協会

季節の移ろいとともに、駅伝・ロードシーズンの到来である。
その口火を切って県高校駅伝が行われ、男子は水城高校が８年連続
11回目、女子は茨城キリスト高校が２年ぶり19回目の都大路への切
符を手中に収めた。47都道府県の強豪チームが集う全国高校駅伝で
の両校の活躍を期待するものである。
10月30日（日）、水戸市において、第１回水戸黄門漫遊マラソンが

開催された。天下の副将軍水戸光圀公にあやかっての命名である。初
回にも係らず、全国47都道府県から１万５千名を超える多くのエント
リーを得て、盛大に開催された。水戸のメインストリートをスタート、
日本三公園として名高い偕楽園や、水戸市民の憩いの場でもある風光
明媚な千波湖畔を走り抜け、水戸城跡の旧県庁ゴールというコース設
定。水戸の名勝・景勝地を巡る魅力度満載のコースといえる。絶好の
マラソン日和の中、レースは開始された。目抜き通りには鈴なりの観
衆が詰めかけ、選手達に熱い声援を送る。これも一過性の現象かと思
いきや、沿道には延々と途切れることのない多くの地域住民の応援隊
が繰り出している。また、行政も含め、各種民間団体から小・中・高
生に至るまで、３千名を超えるボランティアが動員され、真心こもっ
た選手へのサポートが展開される。積年に渡り水戸でマラソンをと、
渇望していた水戸市民の熱い思いが投影されていたといっても過言で
はあるまい。マラソンをとおして、この日ばかりは県都水戸が一つに
なったと実感した次第である。
市民マラソンは、陸上競技の裾野を大きく広げる可能性を秘めてい

るのはもちろんのこと、改めて地域活性化や、地域の融和・親睦を図
るためにも有効に機能していることを再確認した思いである。まさに、
「市民マラソン万歳」といったところである。　
 （文責：理事長　潮田茂）

〒310-0031　水戸市大工町1-2-3　トモスみとビル四階
TEL.029-246-5483　FAX.029-246-5484
http://irk.bent.jp/ 

一般財団法人茨城陸上競技協会

日本スポーツマスターズ2016秋田記念事業スポーツ教室開催される
標記教室が、秋田大会実行委員会の指導の下、９月24日晴天の中、

八橋運動公園陸上競技場にシンボルメンバー谷川真理氏を向かえ、「初
中級者のランニング講座」として、ジュニア（小５～６年）105名、
指導補助の指導者15名が参加し開催された。
当初、ざわついていた小学生たちも、県陸協の激励の挨拶、講師の
紹介が進むにつれ目の輝きが変わり、緊張感が漂い成功裏に終わる事
が感じられた。
【実施内容】
○講　義
　・講師の経験を踏まえた競技に取り組む心構え
　・実技を交えたランニングの姿勢
○実　技
　・ランニング前後のストレッチ
　・ランニングしながらの実技指導
○質　疑
○サイン会
【成　果】
　講師の気さくな対応もあいまって、盛会裏に終了した。
 　普段は、他種目のスポ少に加入している子供も多数いたが、教室の
参加により興味の目が将来陸上競技へ向けられそうな予感がした。
 （文責：事務局長　鈴木文男）

〒010-0974　秋田県秋田市八橋運動公園1番5号　
秋田スポーツ科学センター内
TEL.018-838-7416　FAX.018-838-7417
http://akita-riku.fiw-web.net/ 

一般財団法人秋田陸上競技協会

181



◇編集委員
横川　　浩（陸連会長）
友永　義治（陸連副会長）
八木　雅夫（陸連副会長）
尾縣　　貢（陸連専務理事）
伊東　浩司（陸連強化委員長）
風間　　明（陸連事務局長）
牧野　　豊（陸上競技マガジン編集長）

◇時報編集室責任者
　大嶋　康弘
◇時報編集担当
　繁田　　進
　石塚　　浩
　木越　清信
　宮田　　宏
　高橋　祐哉
　小川ちあき

陸連時報編集室

〒163-0717
東京都新宿区西新宿2-7-1
小田急第一生命ビル17階
公益財団法人日本陸上競技連盟 内
TEL 03-5321-6580
FAX 03-5321-6591
WEBサイト http://www.jaaf.or.jp/
公式動画サイト http://japanathletics.tv/

陸連時報編集委員

◇◆第25回日本陸上競技連盟トレーナーセミナー開催案内◆◇
　日本陸上競技連盟医事委員会トレーナー部は、1）陸上競技における選手サポート体制の確立、2）トレーナーの意識､知識､技術の向上、
3）トレーナーの地位確立、を主旨として設立し、毎年｢日本陸上競技連盟トレーナーセミナー ｣を開催しています。第25回セミナーは
以下の要領で開催いたしますので、受講希望の方は申込方法に従ってお申込下さい。

期日：2017年3月24日（金）～26日（日）（3日間）
場所：帝京大学板橋キャンパス　教室
参加費：￥25,000（教材費込み）
定員：100名（先着順）　
参加資格：
①現在陸上競技の現場に携わっている方（治療院・病院のみの活動では不可）
②�救急法に関する資格を保有、もしくは救急法に関する講習等に参加したことがある方。あるいはセミナー開催までにいずれかの救急
法の講習会を受講できる方。且つ、他人の助力なしに一人で救護活動ができる方。（特に資格提示の必要はなし）
③3日間全日程を受講できる方
申込方法：詳細は本連盟ウェブサイト　http://www.jaaf.or.jp/trainer/index.html をご参照ください。
受付開始：2017年1月5日（木）　締め切り：2017年1月20日（金）

◇◆ダイヤモンドアスリート特設ページ公開！◆◇
　本連盟認定の「ダイヤモンドアスリート」に関する情報提供を目的とした特設ページを公開しました！
　「リーダーシッププログラム」をはじめとしたダイヤモンドアスリートの活動情報を随時掲載いたします。
　ぜひとも、チェックしてみて下さい！

http://www.jaaf.or.jp/diamond/

事 務 局 か ら の お 知 ら せ

1 8 21 8 2
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